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研究成果の概要（和文）： 

鳥取県立博物館(中島家文書)・国立公文書館・国文学研究資料館・関西大学図書館などに所
蔵される実録を詳しく調査して、その書誌事項・目録（目次）をとり、その成果を「データベ
ース『実録所在目録・目次』」（ＤＶＤ版）に纏めて、公開した。 

また、『近世実録翻刻集』と題して、『厭蝕太平楽記』･『田宮物語』・『白川根笹雪』・『享保太
平記』『播磨椙原』新出本の実録を翻刻して刊行した。この作業は『新編 近世実録全書』公刊
の地ならしに相当する。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 Jituroku books owned by a tottori public museum(nakajimakebunnsyo)・a national official 

document museum・a study of a national literature museum ・a kansai university library. 

We investigate these jituroku books.a bibliography and contents.These results  is a 
publocation of database 『jiturokusyozaimokuroku・mokuji』. 
 And a publication of 『 kinseijiturokuhonnkokusyu 』 is 『 ensyokutaiheirakuki 』
『tamiyamonogatari』『sirakawanezasanoyuki』『kyouhoutaiheiki』『harimasugihara』
jituroku opened.This work is a preparation for a publication of 『 sinnpen 
kinnseijiturokuzennsyo』  
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１．研究開始当初の背景 

 

実録とは実録体小説とも称される、近世小

説のジャンルのひとつである。実録は近世に

実際に起こった事件に取材し脚色を加えた
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際物（きわもの）的な内容であるため、時の

為政者はこれを有害視して出版を禁じた。そ

のため、実録は、出版の時代と称される近世

にあっても、原則として写本でしか流布しな

かった。にもかかわらず、実録は秘められた

事件の真相を暴いたものとして人々の人気

を呼び、需要も高かった。現存する本の数で

は、浮世草子や読本などの近世小説を代表す

るジャンルの残存数を凌駕している。ところ

が、実録研究は非常に立ち遅れており、どの

ような実録がどこの機関に所蔵されている

かさえ知られていない状況であった。また、

専書としては研究分担者高橋圭一の『実録研

究―筋を通す文学―』（清文堂出版・平成 14

年）しかないという状況であった。 

 

 

２．研究の目的 

 

実録は出版を禁じられたため、写本でアン

ダーグランドながら実は広く流布した。相当

に広く流布していたため、現在においても伝

本が多い。しかも、版本ではなく、写本での

流布ゆえに諸本毎に本文がそれぞれ異なる

のである。諸本に系統があるのである。これ

が難しいところである。実録研究は非常に遅

れているため、どのような実録（のどの系統）

がどこの機関に所蔵されているかさえ知ら

れていない現状である。 

まず各地に所蔵されている実録諸本の本

格的調査・研究をすることであるが、その際、

実録の諸本の系統は目録（目次）を見ること

によって大方類推しうる。そこで、各地の所

蔵機関の実録を調査・研究し、データベース

『実録所在目録・目次』を構築・公表するこ

とは重要である。本研究の目的の第一である。 

また、実録は読みにくく系統がさまざまで

ある。全面的に調査の上、これを系統立てて

翻刻しなければならない。『新編 近世実録

全書』（仮称）の刊行が望まれるところであ

る。まずは『近世実録翻刻集』として、実録

を翻刻・公開することにより、『新編 近世

実録全書』（仮称）公刊の地ならしとするこ

とを研究目的の第二としたい。 
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３．研究の方法 

 

各地の機関に所蔵される実録であるが、本

研究ではまず、実録がかたまって所蔵されて

いることが近年分かった鳥取県立博物館（中

島家文書）を中心に悉皆調査し、国立公文書

館・国文学研究資料館・関西大学図書館など

の所蔵する実録の調査研究（書名・書名よ

み・別書名別書名よみ所蔵者・所蔵者整理番

号・巻数・冊数・巻冊数付記・表紙・題簽・

縦・横・全丁数・一面行数・一行字数・用字・

蔵書印・序・跋、総目次・奥書・識語・特記

事項の各項を調査・記録した）をし、目録（目

次）を翻字・記録することが具体的方法であ

る。これは、データベース『実録所在目録・

目次』を構築・公表することが目標である。 

また、『近世実録翻刻集』を企画して、そ

の収録書を検討し、方針を議論して、各人翻

刻作業を進めた。これは『新編 近世実録全

書』（仮称）の地ならしにあたる。 
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４．研究成果 
  

鳥取県立博物館（中島家文書）・国立公文

書館・国文学研究資料館・関西大学図書館な

どの所蔵する実録の書名・書名よみ・別書名

別書名よみ所蔵者・所蔵者整理番号・巻数・



 

 

冊数・巻冊数付記・表紙・題簽・縦・横・全

丁数・一面行数・一行字数・用字・蔵書印・

序・跋、総目次・奥書・識語・特記事項の各

項を調査・記録し、目録（目次）を調査・集

積して、「データベース『実録所在目録・目

次』」（試行版）をＤＶＤとして纏め、公開し

た（関西大学文学部山本卓研究室・平成 25

年 5月 10日発行）。 

 また、『近世実録翻刻集』として、『厭蝕太

平楽記』（藤沢毅翻刻）･『田宮物語』（菊池

庸介翻刻）・『白川根笹雪』（岡田哲翻刻）・『享

保太平記』（高橋圭一翻刻）『播磨椙原』新出

本（山本卓翻刻）の実録を翻刻して刊行した

（大阪大谷大学高橋圭一研究室･平成 25 年 2

月 22 日発行）。 

その他の業績として、山本卓著『舌耕・書

本・出版と近世小説』（清文堂出版・平成 22

年 10 月 30 日刊行）がある。第一部「舌耕者

都の錦」として、「舌耕者都の錦－メディア

としての舌耕・書本」・「都の錦自筆片仮名本

『内侍所』考と論」・「都の錦と神道講釈」、

第二部「浮世草子と巷談実録および浄瑠璃」

として「『元禄曽我物語』攷－浄瑠璃利用と

実録への展開を中心に」・「長崎喧嘩一件－巷

説・実録と浮世草子」、第四部「後期上方読

本とその出版」として「義士伝実録と『絵本

忠臣蔵』」・「『絵本敵討孝女伝－実録種の読本

化と出版書肆」などの章を設け、浮世草子作

者と目されている都の錦の舌耕性（実録性）

と浮世草子と実録の関係、および絵本読本と

実録の関係や実録の諸相をうかがったもの

である。 
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